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入 札 説 明 書 

 

令和５年１０月１８日千葉市公告第８８８号により公告した産業廃棄物（ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤

〔洗浄液〕等）処分等業務委託の入札等については、関係法令等に定めるもののほか、この入札説明

書による。 

 

１ 一般競争入札に付する事項 

 （１）委託名及び数量 

産業廃棄物（ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤〔洗浄液〕等）処分等業務委託   

ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤（洗浄液） ３，０００Ｌ 

ＰＦＯＳ含有泡消火薬剤付着ダイライトタンク ４個 

（２）委託案件の仕様等 

仕様書及び別記・別添による。 

 （３）委託期間 

   仕様書のとおり 

 （４）履行場所 

千葉市消防局美浜消防署高浜出張所及び受託者の指定する処分場 

 

２ 競争入札参加資格 

 一般競争入札に参加を希望する者は、次のすべての要件を満たしていなければならない。 

（１）令和４・５年度千葉市委託入札参加資格の審査を受け、資格を有すると認められて（以下「入

札参加資格の認定」という。）いる者であること。 

（２）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第 167条の４の規定に該当しない者で、次のい

ずれにも該当しないものであること。 

ア 手形交換所による取引停止処分を受けてから、２年間を経過しない者 

イ 当該入札日前６か月以内に不渡手形又は不渡小切手を出した者 

ウ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の更生手続開始の申立てをした者で、同法に基

づく裁判所からの更生手続開始の決定がなされていないもの 

エ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の再生手続開始の申立てをした者で、同法に基

づく裁判所からの再生計画の認可の決定がなされていないもの 

オ 千葉市物品等入札参加資格者指名停止措置要領（昭和６０年８月１日施行）に基づく指名

停止措置等を入札参加資格申請期限の日から入札日までの間に受けている者 

カ 千葉市内において、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）に違反している者 

キ 千葉市内に本店又は営業所等を有する者にあっては、千葉市税（延滞金を含む）を完納し

ていないもの 

ク 千葉市内に本店又は営業所等を有する者で、個人住民税の特別徴収を行うべき者にあって

は、個人住民税の特別徴収を行っていないもの 

（３）産業廃棄物（廃アルカリ・廃プラスチック）の収集運搬許可及び産業廃棄物処分業（廃 
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 アルカリ・廃プラスチック）の千葉県の中間処理場の許可証を有しており、最終処分場と契

約又は処分の許可証を持っているもの。 

（４）別添の泡消火薬剤を処分する能力を有すること。 

 

３ 入札参加資格確認申請書の提出 

一般競争入札に参加を希望する者は、入札参加資格確認申請書及び関係資料を提出し入札参加

資格の確認を受けなければならない。 

 （１）提出期間 公告の日の翌日から令和５年１０月２７日（金）まで 

          （日曜日、土曜日及び休日を除く午前９時３０分から午後４時３０分まで） 

 （２）提出場所 千葉市消防局警防部警防課 

（３）提出方法 持参・郵送 

 （４）確認通知 令和５年１０月３１日（火）までに申請者に入札参加資格確認結果通知書を発送

する。 

４ 入札説明書及び仕様書等に対する質問回答書について 

（１）質問提出期限 令和５年１１月６日（月）１６時００分まで 

（２）質問提出先  千葉市消防局警防部警防課 

（３）質問対象   質問にあたっては、本入札説明書及び別紙等を熟読すること。 

（４）回答日時   令和５年１１月７日（火）１６時００分まで 

（５）回答方法   警防課からＦＡＸ等にて回答します。 

 

５ 入札手続等 

 （１）入札・開札の日時及び場所 

日 時 令和５年１１月８日（水） 午後１４時００分 

    場 所 千葉市消防局６階会議室 

    入札参加資格確認結果通知書の提示を求めますので必ず持参すること。 

 （２）入札方法 

入札者は、原則として前記（１）の入札・開札の日時及び場所に出席して所定の入札書をも

って商号及び入札件名を記載した封筒に入れ提出すること。 

ただし、郵便による入札の場合は二重封筒とし、表封筒に「入札書在中」と朱書して、後記

８の契約事務担当課宛とし、日曜日、土曜日及び休日を除く入札日前日の午後５時００分まで

に書留郵便にて必着のこと。 

 （３）入札書に記載する金額 

入札金額は、調達物品の金額のほか、輸送費、保険料等納入場所渡しに要する一切の諸経費

を含め見積もること。なお、落札決定にあたっては、入札書に記載された金額に当該金額の 10％

に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り

捨てるものとする。）をもって落札価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る

課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積金額の 110分の 100 に相当する金額を

入札書に記載すること。 

（４）入札時の提出書類  
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 入札の際、代理人が立ち会う場合は、委任状を提出すること。提出がない場合、又は、内容が不

明瞭である場合は、当該入札は無効とする。  

 （５）入札保証金 

    要（ただし、千葉市契約規則（昭和４０年千葉市規則第３号）第８条に該当する場合は、免 

除とする。） 

 （６）落札者の決定方法 

千葉市契約規則第１０条の規定に基づいて作成された予定価格の制限の範囲内の価格で入札

をした者のうち、最低の価格をもって有効な入札を行ったものを落札者とする。 

  

 

（７）最低制限価格の設定等について 

千葉市では、行き過ぎた競争やダンピングによる品質の低下や労働条件の悪化等を防止する

ため最低制限価格制度を活用しており、本請負契約も最低制限価格を設けている。 

開札の結果、最低制限価格を下回る入札が行われた場合には、「失格」とし、最低制限価格以

上で予定価格以下の範囲内で最低の価格をもって入札した者と契約締結を行う。 

 （８）無効となる入札 

    千葉市契約規則第 16条の規定に該当する入札 

 

６ 開札に立会う者に関する事項 

開札に立会う者は、入札者又はその代理人とする。代理人が立会う場合は、入札に関する権限及び

開札に関する権限の委任を受けなければならない。 

 

７ 再度入札の実施 

（１）開札において予定価格に達する価格の入札がなく、落札者がないときは、直ちに再度入札を

行う。 

（２）再度入札の回数は、１回とする。 

（３）再度入札には、初回の入札に参加しなかった者、開札に立会わなかった者又は、初回の入札

で無効とされた者は参加できない。 

 

８ 契約の手続等 

（１）契約保証金 

要（ただし、千葉市契約規則第 29条に該当する場合は、免除とする。） 

（２）契約書作成の要否 

要 

（３）契約手続において使用する言語及び通貨 

日本語及び日本国通貨に限る。 

（４）契約条項等の閲覧 

千葉市契約規則等は、後記８の契約事務担当課で閲覧できる。 
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 ９ 契約事務担当課 

〒260-8722千葉市中央区長洲１丁目２番１号 千葉市消防局警防部警防課（043-202-1653） 

 

１０ 入札参加資格を有しない者の参加 

前記２（１）に掲げる入札参加資格を有しない者が競争入札に参加するためには、原則として、

千葉県電子自治体共同運営協議会が運用する「ちば電子調達システム」により資格審査の申請手続

きを速やかに行い、本市において、入札参加資格の認定を受け、かつ、令和５年１０月２７日（金）

までに前記３の入札参加資格確認申請書の提出をしなければならない。 

なお、資格審査の申請手続きを行う前に下記までお問い合わせください。 

千葉市財政局資産経営部契約課契約第二班  電話 043-245-5089～5090 


